
《決算補足説明資料》 平成29年5月15日

１．平成２９年３月期　連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２９年３月期　連結営業利益の

(億円) 前年同期比 ▲21億円 減少の要因

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差損(＄115円→112円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)

△5%
単　　　独 1,667 1,761 △ 94 － △ 46

H２９年３月期 H２８年３月期 差　異 前期比

売 上 高 2,124 2,233 △ 109

営業利益 (※) 123 144 △ 21 △15% 8
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 457 472 △ 15 －

29
経常利益 121 141 △ 20 △14%

単　　　独 47 87 △ 40 －
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 76 57 19 －

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 54 46 8 －
単　　　独 67 95 △ 28 － △ 9

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 33 21 12 － △ 21

当期純利益 △ 49 △ 166 117 －
単　　　独 △ 82 △ 187 105 －

△ 3

売上高営業利益率 5.8% 6.4% △0.6%

有利子負債残高 510 496 14

産業機械事業は、樹脂機械製品及びレーザーアニール装置の売上伸張により固定費の負担増を吸収して
営業増益を確保した。
素形材・エネルギー事業は、減損による固定費減少（償却費減）が寄与するが天然ガス用クラッド鋼管の売
上減少及び操業減少により営業赤字となった他、不動産事業の減益も加わり、全社としては前年度対比△
21億円の減益となった。

H２９年３月期 H２８年３月期 差　　異 H２９年３月期 H２８年３月期 差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.48 0.45 0.03
純Ｄ／Ｅレシオ △ 0.08 △ 0.11 0.03

748 △ 236
産 業 機 械 1,562 1,678 △ 116 産 業 機 械 1,593 1,443 150
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 195 397 △ 202 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 512

40 △ 22
合　計 1,775 2,116 △ 341 合　計 2,124 2,233 △ 109

不 動 産 他 18 39 △ 21 不 動 産 他 18

(△147)

H２９年３月期 H２８年３月期 差　　異

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 378 695 △ 317

(内、輸出) (814) (974) (△160) (内、輸出) (962)

産 業 機 械 1,259 1,291 △ 32
不 動 産 他 6 6 0

(1,109)

合　計 1,644 1,992 △ 348
(内、輸出) (849) (997) (△148)
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２．平成３０年３月期　連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H３０年３月期  連結営業利益予想の

前年同期比 2億円 増加の要因
(億円)

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差損(＄112円→110円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（４）設備投資計画

(億円)

単　　　独 1,600 1,667 △ 67 － △ 16

H３０年３月期
予想

H２９年３月期
実績

差異 前期比

売 上 高 2,050 2,124 △ 74 △3%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 450 457 △ 7 －
営業利益 (※) 125 123 2 2%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 70 76 △ 6 － 20

15
単　　　独 55 47 8 －

経常利益 125 121 4 3%
単　　　独 80 67 13 － △ 5
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 45 54 △ 9 －

当期純利益 80 △ 49 129 －
単　　　独 50 △ 82 132 －

売上高営業利益率 6.1% 5.8% 0.3%

有利子負債残高 531 510 21

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 30 33 △ 3 － 2

素形材・エネルギー事業は、追加減損によって固定費減少の効果があるが、市況環境の悪化による売上減
少、操業減少により、依然として営業赤字継続の見込み。
産業機械事業は、レーザーアニール装置の大幅な売上減少を好調な樹脂機械製品でカバーして前年並み
の利益を確保する。
新規事業等の費用増加もあり、全社は前年度対比+2億円の営業増益を見込む。

H３０年３月期
予想

H２９年３月期
実績

差　　異
H３０年３月期

予想
H２９年３月期

実績
差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.47 0.48 △ 0.01
純Ｄ／Ｅレシオ △ 0.03 △ 0.08 0.05

512 △ 60
産 業 機 械 1,560 1,562 △ 2 産 業 機 械 1,580 1,593 △ 13
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 422 195 227 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 452

(56) (内、輸出) (930)

18 0
合　計 2,000 1,775 225 合　計 2,050 2,124 △ 74

不 動 産 他 18 18 0 不 動 産 他 18

△ 12

不 動 産 他 1 2
合　　　計 77 95

H３０年３月期
予想

H２９年３月期
実績

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 30 46
産 業 機 械 46 47

(962) (△32)(内、輸出) (870) (814)
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